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論 文 内 容 の 要 旨
＼
本論文 は、 イ ン ドの シャ ンカラ派の宗教 伝統 において、 さまざまな信仰 現象 に具体化 されている
宗教思想を、 いわ ゆる信仰の宗教学的パ ースペ クティブにおいて考察 す るものである。 シャンカ ラ
派 とは、一般的 に 「スマールタ」(Smar七a)ともよばれてい る名称が暗示 してい るよ うに、 スム リ
ティ(smrti聖伝書)一 ふっ うには個人的、社会的義務 につ いて記 してい る 『ダルマ ・シ ャー ス ト
ラ』(Dharma一舶stra)一に規定 され る行為、すなわ ち、 ヴェーダの ダルマを遵 守 して きた宗 教伝
統で ある。 シ ャンカラ派 の総本山 は、 イ ン ド最大 の哲学者で あるといわれ るシャ ンカ ラ(Sahkara
お よそ700-750)が開 いたといわれ るシュ リンゲ ー リ僧院であ る。 シュ リンゲー リ僧院は、南 イ ン
ドのカルナー タカ州 に位置 して お り、 イ ン ド全土 に大 きな社会勢力 をもって いる。 この論文 におけ
る研究の対象 は、 このシュ リンゲー リ僧院を中心 と したシ ャンカラ派の宗教思想であ る。
こ こで の主要 な研究 テーマは、 シ ャンカラ派 にみ られ るさまざまな具体的 な信仰現象が シャンカ
ラの思想 とどのよ うな関連 を もって いるのか とい うことで ある。っ まり、 シ ャンカラのよ く知 られ
ている不ニー元論思想 を シャンカ ラ派 の宗教伝統 とい うコ ンテクス トに引 き戻 して把 捉す る とき、
シャンカ ラの思想 は、 シャンカ ラを開祖 とす るシ ャンカラ派の宗教伝統 にお いて、 どのよ うに受 け
入 れ られてきたのか。 また、 シャンカ ラ派 において尊重 されて いる シャンカ ラの伝統的伝記 を はじ
め、 シャンカ ラ派 の信仰者 たちの信仰告 白や フィール ド・ワー クを とお して得 られた資料 にもとつ
いて、 シャンカ ラ派 の具体 的な信仰現象 を捉 える とき、 シ ャンカ ラがどのよ うなイメージで もって
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信仰の対象となっているのか。こうした問題意識にもとついて、この文においては、 シャンカラ派
の信仰現象の様態を検討 し、その信仰現象に内在 している宗教思想の構造を明 らかにしようとする。
シャンカラ派の宗教思想を研究するとはいっても、およそ千三百年 にもわたる伝統をもっている
シャンカラ派の歴史については、これまで、ほとんど分かっていない。こうした現況において、本
論文では、まずはじめに、シャンカラ派伝統の変遷 あるいは信仰の様態の変化を、 シュリンゲー リ
において発見された考古学的な資料などの実証的データを手がかりとしながら、可能なかぎり明ら
かにする。そのうえで、シャンカラ派の宗教思想に関する考察をすすめることにしたい。少なくと
も、14世紀以後のシャンカラ派の歴史的変遷にっいては、それを再構成できるだけの刻文などの資
料が存在 しており、 ある程度、その歴史的変遷を辿 ることができる。 しか し、それ以前の歴史的断
層を埋 めるだけの十分な資料は、現在のところ見っかってはいない。その点は今後の重要な研究課
題のひとっである。そこで、この論文においては、 とくに14世紀以後のシャンカラ派の伝統に見 ら
れる宗教思想を探求することになる。
研究の目的と視点
こうした研究テーマに関 して、まず序章においては、研究の目的と視点を明 らかにす る。 また、
従来のシャンカラ研究の状況を辿ることによって、本論文における研究の目的とその意義をいっそ
う明確なものにする。
従来、いわゆるシャンカラ研究といえば、わが国において も外国においても、シャンカラの思想
の文献学的な研究であった。 こうした研究の根本的な特徴は、シャンカラの著作を真作 と偽作とに
識別するということである。 シャンカラ派の伝説によると、シャンカラは32歳で亡 くなったといわ
れるが、伝統的におよそ300もの著作を著 したといわれている。 しかし、文献学的に真作と認め ら
れているのは、かれの哲学文献だけである。それにたいして、シャンカラ派の伝統において、シャ
ンカラの著作として一般の人びとの信仰を支えてきた讃詩(bhakti-stotra神にたいする信愛を込
めた讃詩)は 、文献学的にみれば偽作であるとして、 これまでのシャンカラ研究の対象か ら切り捨
てられてきた。シャンカラの文献学的な研究によれば、周知のごとく、シャンカラは解脱の直接的
な手段として、存在の本質すなわち絶対的実在ブラフマンにたいする知識(j龍na)を強調 したの
であって、神にたいするバクティ(bhakti信愛)を 説いたわけではない。
ところが、 こうした文献学的な研究は、インドにおける伝統的なシャンカラの研究者によって厳
しく批判されて きた。それによれば、哲学文献はシャンカラがいわゆる知識層にたいして著 した も
のであるのにたいして、讃詩はかれが一般の在家者のために著 したものである。かれが語 りかける
入びとの対象が異なれば、その内容、表現方法それに語彙 も違ってくるのは当然のことであるとい
うわけである。 この現象は、 シャンカラ派信仰者の伝統的な理解のしかたで もある。
このように、従来の文献学的な研究 は、 シャンカラの 「真作」だけに焦点を合わせることによっ
て、後代における偽作であると考えられる讃詩にはほとんど注目してこなかった。そのために、シャ
ンカラの文献学的な研究は、結果的に、 シャンカラの哲学思想をシャンカラ派というその宗教的な
コンテクストから完全に切 り離 して しまうことになってきた。文献学的にシャンカラの著作を真作
と偽作 に分けると、文献学的な地平において捉えられるシャンカラの思想 とシャンカラ派の宗教伝
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統において信 じられているそれとのあいだに、大 きなずれが生 じているわけである。
シャンカラ派の宗教伝統においては、 シャンカラは開祖であって、輪廻の世界に生 きている人び
とを救うために生まれた 「シヴァ神の化身」(菖ivavatara)であると信 じられているるかれの哲学
文献にしろ讃詩にしろ、伝統的にシャンカラに帰せ られているすべての著作 は人びとを救い、ある
いは、解脱へ導 くために、シャンカラが著 したものであり、シャンカラ派の信仰者のあいだではく
聖典〉として受けとられている。たしかに、 シャンカラの思想を理解するためには、文献学的にシャ
ンカラの真作と考えられる哲学文献を経 くたげで十分であって、偽作と考えられる讃詩に注 目する
必要はないか もしれない。 しか し、シャンカラ派の宗教思想を理解するためには、 シャンカラの著'
作を、文献学的に真作と考え られる哲学文献だけに限定 し、讃詩を偽作 として切 り捨ててしまうと、
現存するシャンカラ派における信仰現象の意味を理解 しきれな くなってしまう。 シャンカラ派の伝
統において受け継がれてきた伝統的な信仰や慣習がほとんど文献学的な研究の射程に入ってこなく
なるためである。宗教学の立場か らみれば、 この点が、シャンカラの文献学的な研究における根本
的な欠点のひとっになっている。いっぽう、文献学的に 「偽作」と考えられる著作 も、いわゆる信
仰の宗教学的な視点か ら捉えなおすと、シャンカラ研究における貴重な資料である。それは、 シャ
ンカラ派の宗教伝統において、シャンカラの思想が、シャンカラ派の信仰者たちによって、 どのよ
うに受け入れ られてきたのかという具体的な信仰現象を示 しているか らである。 ここでは、 こうし
た信仰現象のなかに、シャンカラ派の宗教思想を探求 しようとする。
本論文における研究は、従来のシャンカラ研究の成果を踏まえて、いわゆる信仰の宗教学的な地
平において、文献学的な研究成果とともにインドにおける伝統的な研究成果を考慮に入れなが ら、、
シャンカラ研究における新たな方向性を提示 しようとする宗教学的な試みのひとっである。っまり、
シャンカラの思想を、シャンカラ派の宗教伝統という具体的なコンテクス トへと引き戻 して、その
宗教的なコンテクス トにおいて解釈学的に把握 しなお し、また、シャンカラ派の信仰現象も、 いわ
ゆる信仰の宗教学的パースペクティヴにおいて考察する。
研究の根本的立場一 信仰の宗教学的パースペクティヴー
こうした宗教研究をすすめるうえで、筆者が立脚 している根本的立場を、第1部(「 シャンカラ
派の宗教思想研究における根本的立場」)の第1章 と第2章 は論述 している。まず はじめに、第1
章においては、信仰の宗教学的パースペクティヴを明 らかにし、第2章 では、そうした信仰の宗教
学的パースペクティヴに照 らして考察されることになる。シャンカラ派伝統の宗教的コスモロジー
の特質を論 じている。
いわゆる 「信仰の宗教学」において、筆者が意味する 「宗教学」とは、信仰の現象それ自体へと
迫 り、信仰現象それ自体に根ざした適切なパースペクティヴを見出しながら、信仰現象の本質的な
あり方を探求 しようとする学的態度のことである。信仰の現象それ自体へと迫るということは、具
体的には、 この研究においてシャンカラ派伝統の信仰現象において、信仰の担い手がどのような信
仰的な志向性をもっているのかを、できる限 りありのままに見っめようとすることを意味し.ている。
信仰の宗教学的研究は、信仰現象の事実性に即 しながら、その本質的なあり方を探求する。具体
的な信仰現象それ自体は、それに関する学的考察に先立 って、すでに実際に存在する所与の事実で
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ある。信仰現象の本質的なあり方 は、その具体的な現象のなかに見出される。 さまざまな信仰現象、
および、それ らのなかに開示されている宗教思想を理解 しようとする信仰の宗教学者は、根本的に、
信仰現象の具体的な事実性へ立 ち帰 ることになる。たとえば、伝統的にシャンカラに帰せられてい
る著作などの、エクリチュールとしての具体的な信仰現象を、そのパ トロール的状況へと引き戻 し
て捉えることになる。つまり、具体的な信仰現象をただ単に信仰の経験的事実 として記述するだけ
にとどまらないで、具体的な信仰の現われに内在する、信仰者の関わりかたから、信仰の意味構造
を明らかにしようとするのである。
信仰の宗教学においては、信仰者の関わりかたを共感的に理解することをめざし、宗教儀礼 とか
信仰的慣習、それに信仰者による聖典注釈あるいは信仰体験のコトバなどが開示する宗教的コスモ
ロジー、あるいは、宗教思想の意味世界を把握 しようとする。信仰現象の事実性を失 うことな く、
信仰の担い手の関わりかたに即 して、できるかぎり 「それ らが与え られるままに」信仰現象の 「深
みの次元」を探求 しようとする。
シャンカラ派の宗教思想とその脈絡
第2部 「シャンカラ派の宗教思想 とその脈絡」は、第3章 と第4章 の2章 から成 っているが、そ
のテーマも示唆 しているように、おもにシャンカラ派の宗教伝統における具体的な信仰現象あるい
は宗教思想の脈絡(コ ンテクス ト)を明らかにしようとす るものである。 シャンカラ派の信仰現象
に具体化 されている宗教思想を探求するためには、その信仰現象がみられる場(ト ポス)を前 もっ
て理解 しておく必要がある。そこで、第3章 においては、 シャンカラ派の宗教伝統における信仰現
象の様相をより鮮明なものにするためには、 シャンカラ派の総本山であるシュリンゲー・リ僧院の伝
承 と歴史的変遷を、刻文資料や伝承などをもとに、可能なかぎり辿ろうとする。第4章においては、
第3章 における論述を踏まえて、 シュリンゲー リ僧院を中心 としたシャンカラ派の伝統の脈絡にお
ける 「信仰」の概念 とその意味内容を究明する。
シャンカラはシュ リンゲー リ僧院の創始者 とみなされ、 さらにスマールタ派の開祖 ともみなされ
ている。 シュ リンゲー リ僧院の法王は、代々、「世師」(Jagadguru)と呼ばれ るばかりでな く、
「シャンカラーチャールヤ」 とも呼ばれている。この呼称はシャンカラのたましいが僧院の法王に
代々引き継がれてきたとの信仰を象徴 している。それは、世師がいわゆる 「シャンカラの化身」で
あるというシャンカラ派在家者の信仰のなかに具体的にあらわれている。
シュリンゲー リ僧院の伝承 と歴史的事実は混清 していて、両者を明確に区別す ることは難 しい。
それは、.僧院初期の状況を再構成できるだけの刻文などの諸資料が、14世紀の世師ヴィドヤーラン
ヤ(Vidyar即ya)以前の時代に見当らないからである。 シャンカラの伝説的伝記や僧院の伝承 も
記 しているように、 シャンカラはシュリンゲーリ僧院を創設 したとき、僧院内に母なる神であるシャー
ラダ神(SriSarada)を祀 ったといわれるが、僧院 は創設以来、長年のあいだ、 出家遊行者の哲
学的探求、目冥想それに苦行のための静寂な修行の場であったと考えられる。ところが、14世紀のヴィ
ドヤーランヤ以後は、僧院は支持者や帰依者たちから寄進地や財産の寄付を積極的に受けることに
なり、次第に日常的祭祀や臨時の祭祀を執行する祭官をもち、また大勢の奉仕者をもつ組織立 った
寺院崇拝 と活気に満ちた巡礼の場になっていった。 ヴィドヤーランヤの時代は、 シュリンゲー リ僧
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院にとって、出家遊行者の修行の場から庶民の巡礼地へと大きく転換する時期であった。
こうしたシュリンゲーリ僧院の歴史 と伝承に関する認識を踏まえて、第4章 では、 シャンカラ派
の宗教思想の特質について、とくに 「信仰」の概念と意味をめぐって検討 している。元々、出家遊
行者の修行の場であった僧院においては、 シャンカラを師と仰ぐ弟子たちは、 シャンカラの導 きに
したがって、解脱を追求する出家遊行者であった。 こうした本来的な意味での 「師と弟子の関係」
(guru.6靭a,salpbandha)は、今 日まで、世師 と出家遊行者 とのあいだで、長年のあいだ、継承 さ
れてきている。 いっぽう、とくに14世紀以降、在家の信仰者たちがシュリンゲー リ僧院の信仰的な
枠組のなかへ有機的に組み込 まれることになったことで、 シャンカラ派における在家の人びともま
た、世師の 「弟子」であるとみなされるようになった。 ここに、在家 レベルにおいても、師弟関係
が成立 したのである。シャンカラ派の在家者にとって、世師は 「シャンカラの化身」 として呪術宗
教的な力をもつく尊師〉 として、いわゆる在家者の信仰の対象になった。 シャンカラ派における在
家の信仰者 にとって、世師はいかなる悩みや苦 しみをも癒すことのできる呪術宗教的な聖者なので
ある。 このように、 シャンカラ派の伝統においては、出家遊行 レベルとともに、在家 レベルにおい
ても、 いわゆる 「師と弟子の関係」がみられるのである。
出家遊行者のコミットする絶対的実在ブラフマンも在家信者の関わるシャーラダー神 も、 ともに
共通の宗教的意味をもっている。すなわち、出家遊行者 はブラフマンの 「知識」を得ようとしてい
るし、 シャンカラ派の在家者 も 「明知」(vidya)それ自体であるシャーラダー神に関わっている。
だが、具体的なコミットメントのしかたは異なっている。出家遊行者 は修行を通 して 「解脱」 とい
う究極的目標に関わっていくのにたいして、在家の人びとはシャーラダー神の恩寵や慈悲に綻って、'
救いを求めたり、また現世利益を得ようとする。 こうした出家遊行者 と在家者の宗教的関わりを具
体的なレベルで結びっけてきたのは世師である。出家遊行者 は世師のコトバを頼 りとしながら解脱
へと導かれるのにたいして、 シャンカラ派の在家信者たちは世師がもっているといわれる呪術宗教
的な力を信 じて、救 いや現世利益を求めている。世師は、出家遊行者 とはもちろんのこと、在家の
信仰者 とも 「師と弟子」 という信仰的な関わりをもっているが、信仰の意味構造には、大きなずれ
がみられる。
シャンカラ派における在家者の信仰とその思想
第3部 は3章か ら構成されているが、第2部 における論述内容を具体的に掘 り下げながら、 シャ
ンカラ派における在家者の信仰とその思想を究明 しようとするものである。まず第5章においては、
シャンカラ派在家者の信仰と伝統的慣習にっいて叙述する。その叙述を踏まえて、第6章 では、 と
くに南インドにおいて、母なる神あるいは知恵の神として、一般大衆の信仰を集めているシャーラ
ダー神信仰、および、その信仰のなかに内在 している宗教思想にっいて検討する。スマールタ派の
信仰によれば、シャーラダー神にたいする礼拝 は、苦 しみや不幸を取 り除き、人びとを救 うばか り
でな く、健康や繁栄をもたらすという。 シャーラダー神を礼拝するために、多 くの巡礼者たちがシュ
リンゲーリを訪れている。伝統的にシャンカラに帰せ られている讃詩が、 シャーラダー神にたいす
る在家信者の信仰を具体的に示 している。つまり、慈悲深 く寛大な母親のイメージをもつシャーラ
ダー神にたいする、信仰者の率直な信愛(バ クティ)を表現 している。世師は、「最高の解脱」 に
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到 るための前提 が シャー ラダー神 を熱心 に信仰す る ことである と説 いてお り、 シャー ラダー神 にた
いす る信仰 の思想 は、 シャンカ ラの不ニー元論思想 と調和 されてい る。伝統 的に シャンカ ラに帰せ
られてい るあ る讃詩 は、 「シ ャーラダー神 は、すべての ウパ ニシャ ッ ドの意味を明 らか にす る、 ブ
ラフマ ンの明知(brahmavidya)であ る」 と記 してい る。
シャンカラ派 の伝統 において、 シャー ラダー神信仰 とともに、在家者 の信仰 を形成 しているのは、
シャンカ ラーチ ャー リヤ信仰(あ るいは世 師信仰)で あ る。第7章 は、 この シャンカ ラーチ ャー リ
ヤ信仰の思想構造 を明 らか にしてい る。 シャンカ ラ派 の在家信者 たちの、 シャンヵ ラーチ ャー リヤ
にた いす る信仰 的志 向性 は、一言 でいえば、 シャンカ ラが 「シヴァ神 の化身」(忌i幅va七ara)であ
る、 あ るいは、 シャンカ ラーチ ャー リヤが 「シャンカ ラの化身」 である、 とい う在家者 の信仰 の特
質 において示 唆 されてい る。 シャンカラ派の人 び とに とって、 シャンカ ラーチ ャー リヤは無限 に深
い、 神性 を内面 に秘 めた聖者 なのであ る。 この シャンカ ラーチ ャー リヤにたいす る、 シャンカ ラ派
の人 び ととの関わ りかたは、病気治療 な どの現世利益 を 目的 として きた。 シャンカ ラーチ ャー リャ
は、 いか なる悩みや苦 しみを も癒す ことので きる聖者 としてみな されて きた。 っ ま り、 「シ ャ ンカ
ラの化身」 として在家 レベルで信 じられ るシャンカラーチ ャー リヤ は、 シャンカ ラの伝統 的伝記 に
お ける、 シャンカ ラのイ メー ジと同様、 呪術宗教 的な力を もってい る、 と信 じられている。 このよ
うに、在家 レベル にお いて は、 出家 レベ ルでの意 味世 界 とは異 な った、 あ るいは、 シャンカ ラの真
作 と考え られ る哲 学文 献の内容 とはかな りずれた信仰 の意 味世 界のあ り方 が明 らかにな る。 その意
味世界 にお いて は、聖者 であ るシャンカラーチ ャー リヤ は、 シャンカ ラ派 におけ る在俗 の信者 にた
い して、救 いをもた らす神的存在で あり、人 びとはシャ ンカラーチ ャー リヤ によ って救 われ る、 と
いう民族的 コスモロジーが形成 されて いる。
出家遊行の生きかたとその思想
第4部 は3章か ら成っており、シャンカラ派における出家遊行とその思想を探求 している。 まず
第8章 においては、最初に、文献学的にシャンカラの真作と考え られる哲学文献にもとついて、出
家遊行の生きかたとその思想を考察する。シャンカラの思想によれば、世俗を離れて出家遊行する
ことがもっとも望 ましい生きかたであるが、ブラフマンの知識のみが解脱に到達する直接的な手段
である、というシャンカラの思想は、 この出家遊行という生きかたにたいして哲学的な根拠を与え
ている。さらに、こうしたシャンカラの出家遊行論に関する論述を踏まえて、シャンカラの伝説的
伝記を資料としなが ら、今日のシャンカラ派の伝統において、出家遊行のモデルになっている出家
遊行者 シャンカラのイメージを明らかにし、さらに、伝承にみ られる出家遊行の特徴、および、そ
のなかに込められている宗教思想を考察する。
こうした論述を踏まえて、第9章 は、近代あるいは現代のシュリンゲーリ僧院における出家遊行
者、 とくにシャンカラーチャー リヤすなわち世師たちの出家遊行のしかた、および、そのなかに込
められている宗教思想を考察する。 ここで扱 う主要な資料は、筆者のフィール ド・ワークの成果の
ほかに、 シュリンゲーリにおける出家遊行の慣習に精通 しているスマールタ派信者の手記やシャン
カラーチャーリヤの逸話集などの最近の文献である。現代のシュ リンゲーリ僧院の伝統においては、
出家遊行者の人数は、年長の世師と若い世師を含めても、 ごくわずかであるが、出家遊行者の人数
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が少ないということは、出家遊行の生活がどれほど辛いものであるかが、シャンカラ派の人びとに
よって、よく認識されていることを暗示 している。具体的な事例をとおして明 らかになるのは、た
とえひとが出家遊行を望んだとしても、その人の心のなかに、世俗社会にたいして、少 しでも愛着
があるばあいには、世師は出家遊行を許さない、 ということである。いっぽう、世師後継者の出家
遊行については、世師自らがその後継者の出家遊行のイニシアティブを積極的にとっている。この
ように、世師の後継者の出家遊行のしかたとふっうの出家遊行のプロセスとの違いが明らかになる。
また、出家遊行者の日常生活の様子にっいても、具体的な出家遊行者のケースを取 り上げて言説す
ることによって、 シュリンゲー リ僧院における出家遊行の伝統において、シャンカラの出家遊行論
がどのように具体的に表現 されているのかにっいて言説する。
第10章においては、 シャンカラ派における、 こうした出家遊行 という生きかたを支えているシャ
ンカラの修行論、および、意識論の思想構造にっいて論述する。 シャンカラ派の伝統 においては、
出家遊行 というライフ・スタイルによ って、世俗を超脱 して厳 しい修行を行なうという伝統的な慣
習が継承 されてきた。それは、みずからの意識の深層を開 き、 ブラフマンの知識を獲得 して、解脱
に到達するためであった。意識の深層を開くためには、弟子にとって、師である世師の指導は不可
欠であるが、その指導の内容はシャンカラの思想にもとついている。
まず第1節 においては、 シャンカラの思想が、 シャンカラ自らの形而上的実在体験を、いわば哲
学的思惟の始点 としたく体験知〉であることを確認 したうえで、 ヴェーダーンタ的修行階梯すなわ
ち 「聴聞 ・思惟 ・瞑想」のモチーフにっいて共感的に論述する。 シャンカラのいう修行階梯論によ
れば、まず聴聞の段階では、全幅の信頼をおく師から、天啓聖典 ウパニシャッドの聖句を繰 り返 し
聞 くことで、弟子はブラフマンの唯一性の教説を憶える。その段階を踏まえて、思惟の段階では、
聖典の、内容および師の注釈を論理的思考でもって熟考する。そして、瞑想の段階においては、ウパ
ニシャッドのコ トバあるいは師の教示の要約を中断することなく、長時間にわたって瞑想するので
ある。
こうした出家遊行者の修行における意識階梯にっいては、第2節 がシャンカラの意識論として論
じている。意識の深化プロセスは、「睡眠」というモチーフを使 って、段階的に 「覚醒状態」、「夢
眠状態」、「熟睡状態」それに 「第四位」 という4段階的な構造 として示される。「第四位」 の意識
においては、すべての事物事象が同 じ絶対的実在 ブラフマンであることが体認 されるようになると
いわれる。
最後に、結論においては、本論文における研究をとお して明らかになるシャンカラ派の宗教思想
とその構造を簡潔に論述 して、本論文の結びとしている。 シャンカラ派の宗教伝統は、出家遊行者
と在家信者によって構成されており、世師すなわちシャンカラーチャー リヤとのあいだに、出家遊
行と在家の二重 レベルにおいて、師と弟子の関係が成立 している。 この師弟関係が、 シャンカラ派
信仰現象の基本構造をな している。本論文における研究は、従来の文献学的なシャンカラ研究を踏
まえなが ら、出家遊行 レベルでの宗教思想を探求するとともに、在家者の信仰 レベルにおける宗教
思想を明 らかにしている。在家信仰 レベルにおける宗教思想は、シャンカラの本来の宗教思想には
み られないものであるが、それは、出家遊行することができない在家信者にたいしても、その信仰
がすべてを超越する最高のブラフマンに向けられているかぎり、解脱あるいは救済の可能性を説い
ている。こうした具体的な在家信仰の思想は、シャンカラの本来的な思想からみれば、逸脱 してい
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ると判断されるかもしれないが、シャンカラの宗教思想が、具体的な信仰 レベルにおいて、どのよ
うに受け入れ られ展開されてきたのかを物語っている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、Sahkara(700-75Q頃)に始まるシャンカラ派の宗教思想を、シャンカラに帰せ られ
る著作、シャンカラの伝記類、および同派の総本山S麺geri(Sringeri)僧院 に行われてきた伝承
や記録の類の調査と読解、ならびに同僧院を中心とする信仰現象に関する実地の調査にもとついて
研究 したものであり、少数の出家の修行者 と多数の在家の信者との両面か らく同派の宗教思想およ
び宗教現象の実像を明 らかにしようとしている。本論文の構成は序章とそれに続 く本論文に相当す
る全10章(4部に分けられる)と結論とか ら成る。
「序章」においては、まず、 シャンカラ派の具体的な信仰現象が、従来ほとんど研究対象として
注 目されなかったことを指摘 して、「シャンカラ派の信仰現象の様態を明らかに し、 その信仰現象
に内在 している宗教思想の構造を堀下げて考察 したい」と、本論文の研究の方向を明示 し、従来の
シャンカラ研究の状況を見渡 しっっ、本論文の立場を明 らかにしている。
第1部 「シャンカラ派の宗教思想研究における根本的立場」は、2章 より成 り、論者の研究上の
根本的立場 と研究方法について述べ、信仰現象に対 して追体験 ・感情移入 ・エポケーという操作に
よって、信仰現象の本質が明 らかに成 ることを目指すとする。そして 「信仰現象あるいはその中に
具体的に内在す る宗教思想の意味構造を明らかにしようとす る。」のであるという。 次にシャンカ
ラ派の信仰現象は、出家遊行者の場合 と在家者の場合 との両面か ら考えるべきこと、シャンカラに
帰せられるが偽作 といわれる讃詩(bhakti-s七〇七ra)の研究が、同派の信仰現象理解の上では重要
であることを指摘 している。
第2部 「シャンカラ派の宗教思想 とその脈絡」は2章 より成 り、まずシュリンゲーリ僧院の歴史
的変遷を、これまで伝承されてきた文献資料(Sahkaradigvilaya,Guruval廊akavya等)や刻文資
料や同僧院の伝統に関する最近の印刷物(著作)等 から考察 して、初期の出家遊行者の修行の場が、
Vidyara阜ya(14世紀)以 後に、信者から土地や財産の寄付を受けて、日常的祭祀や臨時の祭祀を
執行する祭官たちや、大勢の奉仕者を擁する組織だった寺院崇拝と活気 に満ちた巡礼の場(S巨ra面
女神の聖地)に 変化 して行ったことを明 らかにする。次に同派の 「信仰」について ξraddhδ(信。
聖典と師のことばへの信頼)とbhak七i(信愛。神的存在に対する人格的な関わり方)と の両語を
軸にして考察する。
第3部 「シャンカラ派における在家者の信仰とその思想」 は、3章 から成 り、 シュリンゲ甲 リ僧
院を中心とする同派の在家者の信仰と伝統的慣習(学 習、儀礼、祭祀)について述べ、シャーラダー
女神信仰と世師(Sahkaracarya)信仰とにっいて考察 し、 シャーラダー女神はSiva神と結びっ い
た§akti(力)であり、世師はシヴァ神の化身とされるシャンカラの化身であると信ぜられており、
ここに現世利益的な救いを求める人々の信仰が見 られることを明 らかにしている。
第4部 「シャンカラ派における出家遊行 とその思想」は、8、9、10の3章より成 り、出家遊行
の生 き方(解 脱を求める修行)と その思想を考察 している。まず第8章 においては、シャンカラの
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真作と考え られる哲学文献にもとついて、出家遊行 は、brahman(梵)の知 のみが解脱 に到達す
る手段であるという思想 に根拠をもっていることを明らかにし、出家遊行者シャンカラの姿と出家
遊行の特徴とを、伝承によって探求し、その宗教思想を考察 している。第9章 においては近 ・現代
のシュリンゲーリ僧院における出家遊行者、 とくに世師とその後継者たちの出家遊行のしかたとそ
の伝統 について述べている。第10章では聴聞 ・思惟 ・瞑想 という修行の階梯を考察 し、次に意識の
深化の過程を覚醒状態 ・夢眠状態 ・熟睡状態そ して第四位(解 脱の境)と いう4段階的な構想にお
いて爪 している。
結論 においては、シャンカラ派の宗教は、一方には最高梵の知による解脱を求める出家遊行者の
生 き方と、他方にはシャーラダー女神信仰や世師信仰および日常の宗教儀礼を行 う在家者の生き方
との、二っのレヴェルか ら成り立っているが、後者 にあってもその信仰がすべてを超越する最高梵
に究極的に向けられているかぎり、解脱あるいは救済の可能性を説いているとし、 このような在家
者の信仰の思想は、 シャンカラの本来の思想からは、逸脱 しているかも知れないが、 シャンカラの
宗教思想が、具体的な信仰 レヴェルにおいて、そのように受 け入れられ展開されたものと解 してい
る。
本論文はシュリンゲーリ僧院を中心 に現 に行われている宗教現象を、開祖 シャンカラの思想 とと
もに、実地調査と文献読解によって詳論 した研究であり、インドの宗教思想研究において新 しい領
域を開拓 したものである。もっともシャンカラ派は1200年余の歴史を有 し、その間に哲学 ・宗教思
想 における発展や変遷や分裂(分 派)が あったことに、 もっと考慮を払 う必要があり、また解脱を
めざす修行道の解釈においては、 もっと文献資料の裏付けを必要とする。 しか しこれらは今後の課
題というべきであって、本論文の暇理とはな らない。
よって、本論文の提出者は博士(文 学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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